
屋外作業現場などでは

黒球のある湿度センサー

付き（規格適合）の

WBGT 値測定器を活用

しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

職場における熱中症対策強化が義務化へ(令和 7 年 6月 1 日改正労働安全衛生規則が施行) 

職場での熱中症で亡くなる人は、近年では年

間 30人以上にのぼり、4日以上仕事を休む人

は 1000人を超えています。熱中症は死亡災害

に至る割合が、他の災害の約 5～6倍となって

います。  

 ほとんどが初期症状の放置・対応の遅れ！ 

⇒現場において死亡に至らせない(重篤化させな

い)ための適切な対策の実施が必要となります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症対策は気温だけじゃない！暑さ指数（WBGT 値）が重要！ 

暑さ指数（WBGT：湿球黒球温度）とは、人間の熱バランスに影響の大きい気温 湿度 輻射熱

の、３つを取り入れた温度の指標です。輻射熱とは、日射しを浴びたときに受ける熱や、地面、

建物、人体などから出ている熱です。温度が高い物からはたくさん輻射熱が出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑さ指数 28以上を超

えると熱中症患者発生

率が急増します。 
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対策義務の対象となるのは、 

WBGT値（暑さ指数）が 28 度以上、

もしくは気温 31度以上の環境で連続 1時

間以上、もしくは 1日 4 時間以上の作業※ 
（対策を怠った場合 6ヵ月以下の拘禁刑ま
たは 50万円以下の罰金） 

出典：厚生労働省（2025.6月現在） 

※作業強度や着衣の状況などによっては、上記の作業に該当しない場合であっても熱中症リスクが高まるため、上記に準じた対応

を推奨する。同一の作業場において、労働者以外の熱中症のおそれがある作業についても、上記対応を講じることとする。 

 

ふくしゃねつ 



熱中症の定義 

高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れたり、

循環調節や体温調節などの体内の重要な調整機能が破綻するなどして発症する障害の総称です。 

熱中症を引き起こす 3 要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症の予防・対策 

①暑さに負けない体づくり 

気温が上がり始める初夏から、日常的に適度な運動

を行い、こまめに水分補給、適切な

食事、充分な睡眠をとるようにしま

しょう。 

②暑さから身を守る 

炎天下でのスポーツや、空調設備の整っていない環

境での作業時は、「飲み物を持ち歩く」「暑さ指数を気

にする」「こまめに休憩、こまめに水分補給」など、しっかりと暑さから身を守る

行動をとりましょう。 

汗をかく時は塩分補給も大切です。ただし持病がある方は医師に相談を！ 

③生活の中で暑さに対する工夫をする 

適度な空調で室内の温度を快適に保ったり、衣服を工夫することで、熱中症の

危険を避けやすくなります。また、日よけをして直射日光を避けましょう。 

要因 1：環境 要因 2：からだ 

要因 3：行動 出典：環境省 



熱中症が疑われる人を見かけたら 

立ちくらみ、筋肉痛、大量の発汗、頭痛、生あくび、吐き気、嘔吐、倦怠感、判断力の

低下、集中力の低下、言動がおかしいなど、これらは熱中症の危険サインです。異変が

ある人を発見したら、一人きりにせず、すぐに医療機関を受診させましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上病院附属診療所 健診センター 文責： 保健師 上野 幹奈 

救急車を呼ぶか判断に迷ったときは＃7119（電話）を活用し、専門機関や医療機関へ相談を！ 

 

出典：厚生労働省 

 熱中症の応急処置 


